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終末前々主日 説教 「顔を立てる」 要旨 

日本キリスト教団藤沢教会 2020 年 11 月 8 日  

創世記 １３章１～１８節、マタイによる福音書 ３章７～１２節 

コロナ禍の今、私たちは歴史的転換点

に立っていると言われています。そこで、

その私たちに向かって語られているのが

この日の御言葉でもあります。それは、

この日の御言葉が一つの時代の終わりを

迎えた人々の、その次なる時代へと進む

有様を物語っているからです。それゆえ、

ここに登場するアブラムと洗礼者ヨハネ

の姿は、預言者の姿と重なります。時代

の転換点でイスラエルの伝統にしっかり

と立ち、人々を導いたのが預言者の系譜

に属する者たちでもあるからです。そし

て、その時、預言者たちが見つめ、また

伝えたものは誰もが望むバラ色の将来ば

かりではありませんでした。ここでアブ

ラムが予感し、また、洗礼者ヨハネが予

告するように、その将来において人々が

経験するであろうことは、神様の是か非

かの判断であり、同時に、そこで突きつ

けられたものはその先に進む上での様々

な課題であったからです。 

ですから、一つの時代の終わりを見つ

めつつ、なおその先を見据える人たちは、

そこで明らかな矛盾とそれに伴う対立を

引き受けなけれなりません。そして、そ

の上で、神様の御心を人々に伝える使命

に生きるのです。それゆえ、彼らの活動

によって、社会の矛盾と人々の対立が露

わにされもするのですが、ただ皮肉なこ

とは、この露わにされた問題が解決へと

向かうのではなく、新たな問題を生じさ

せるということです。しかし、彼らの目

的は、矛盾や対立などの問題点を指摘し、

糾弾することではありません。神様の御

心に適う生き方へと人々をして立ち帰ら

せることであり、そして、人々にとって

それは、祝された幸いな時と場所へと移

されることでもあるのです。それゆえ、

立ち帰ったその時代時代の人々は、次な

る時代も神様の祝福の内側を歩み続ける

ことになるのです。 

従って、私たちがもし御心に適った形

で新たな時代に進もうとするなら、この

日の御言葉から何かを掴み取らねばなり

ません。しかし、私たちがもし彼らと同

じように次へと進もうとするなら、私た

ちは矛盾と対立の狭間に身を置き、その

困難な課題を我が身に引き受けねばなり

ません。それゆえ、それはできれば避け

て通りたいと思うのが人情というもので

もあるのでしょう。そして、御言葉の興

味深い点は、そうした私たちの事情につ

いてもしっかり受け止めようとしている

ことです。市井に生きる大勢の人々も、

またサドカイ派やファリサイ派の人々も、

大勢の人々がこぞって洗礼者ヨハネのと

ころにやって来たのは、それが、時代の

終わりを見つめつつ、次に何かを期待す

る人々の姿であり、その姿とはつまり、

「自分だけは」という自己本位の姿勢で

もありました。ですから、そうした期待

感だけが肥大化したところには、不都合

な真実を引き受ける気概も覚悟もないわ

けですから、そこには新たな矛盾と対立

だけがはびこることにもなるのでしょう。 

しかし、御言葉が語る将来には、今申

しましたように、そういう一足飛びとは

行かない私たちの事情がその背景として

語られてもいるのです。それゆえ、この

難しさが、私たちの御言葉の理解にも大

きく影響を与えることになります。そこ

で、私たちの多くは、振り回されないた

めには、御言葉の正しい理解が必要だと、

そう考えます。けれども、マタイのこの

箇所の解釈を巡って、専門家の間でも解

釈が分かれるように、聖書の「正しい解

釈」を巡っては、残された課題がいまだ

数多くあるのです。そのため、それぞれ

が矛盾を指摘し合い、結果、対立を生じ

させることにもなるのですが、それはま

さに御言葉そのものの背景にある対立と

矛盾がそのような形で露わにされるから



2 

です。しかし、そうしたこと自体、不思

議ではありません。御言葉が露わにする

様々な対立と矛盾は、それ自体消すこと

が目的ではないからです。けれども、こ

の、「そこにある」ことが当たり前のと

ころに、私たちは目を曇らせることにも

なるのです。 

それは、私たちがそうしたことがあっ

てはならないと思い込んでいるからです。

そのため、私たちは、矛盾や対立を根気

よく丹念に取り除こうとするのですが、

残念ながらその試みに成功したまだ一人

もおりません。それは、神様の御心は、

私たちにとっての不都合な真実を消すこ

とではないからです。ですから、私たち

がこうして御言葉に聞き、神様の仰ると

おりに真面目に生きていても、人生の

様々な局面において、神様どうしてなの

ですかと、そう言いたくなることがある

のはそのためです。ただ、この思い込み

は、私たちの自信を失わせることになり

ます。そして、自らのこれまでの歩み、

生き方についても、本来、御言葉が語り

もしないネガティブな評価を下してしま

い、結果、自らの将来についての悲観的

な観測すら持ってしまうのです。それは、

自分は救われない、それゆえに、御国へ

の凱旋もままならない、との決めつけで

ありますが、深刻なことは、そうした決

めつけが御言葉の正しい理解に繋がらな

いことです。 

ただ、それは、私たちの本心から出た

ことではありません。なぜなら、私たち

はやはり神様を信じ、信頼する者である

からです。ですから、そこから抜け出す

ためにも、御言葉の背景としてある矛盾

や対立から目を逸らしてはなりません。

痛かろうが、痛くなかろうが、御言葉の

中に分け入り、そこに身を置くことしか、

その先に進む方法はないからです。です

から、もし御言葉の正しい理解というも

のがあるとすれば、それは、アブラム、

洗礼者ヨハネのように、言い逃れも言い

訳も許されないところに身を置いてみる

しかありません。それは、痛みを負えば

こそ、御言葉が語る真実に直接触れるこ

とになるからです。それゆえ、私たちは

そこで感じるのです。それは、人として

の営みには終わりがあっても、神様との

関わりには終わりがないということです。

そして、そのことの確かさを告げ知らせ

るのが聖書の御言葉でもありますが、で

すから、私たちがもし今歴史の転換点に

立っているとの自覚があるなら、私たち

は、自らのこの信仰にしっかりと立たな

ければなりません。神様を信じ、信頼し、

その御心にこの身を預けなければならな

いのです。そこで、この日、その弱い私

たちのために御言葉が語ることが「悔い

改め」ということでもありますが、そこ

で、この「悔い改め」について、皆さん

は、どのようなイメージをお持ちでしょ

うか。 

「悔い改める」というギリシャ語の意

味が｢心を変える｣という意味であること

はご存じのことと思います。それゆえ、

多くは、自分の間違いや失敗を後悔し、

反省することだと、そう理解しているこ

とでしょう。そして、そう考えることは、

もちろん、間違いではありません。私た

ちがそう理解するのは、聖書の御言葉に

聞きつつ矛盾や対立などの諸問題を日々

繰り返し見つめているからで、そして、

その上で諸々の問題を我が身に引き受け、

心を入れ替えることが大切だと、そう理

解しているからです。ですから、一端立

ち止まり、そのように自らを見つめるこ

とは、次なる祝福に与る上でとても大切

なことです。なぜなら、神様の導きに委

ね、新たな歩みを始めたアブラムの一族

が、神様に祝され、その財産を大きくす

ることが許されたからです。しかし、大

きくなったのは財産だけはありませんで

した。それが対立の種となり、一族は危

機を迎えることになったからです。そこ

で、アブラムが下した決断は、甥のロト

に良いものを与え、自分は見劣りのする

方を選ぶということでした。その結果、

危機的状況は回避されることになったの

ですが、しかし、そこでアブラムが選択

したものは、貧乏くじを引いた程度のも

のではなく、その背後に隠されたもっと
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大きな問題をも引き受けることになった

のです。そして、そこで大事なことは、

アブラムがその重大さを理解した上でロ

トにいいものを譲ったということです。

それゆえにまた、アブラム一家の祝福は

途絶えることなく与えられ続けられるこ

とになったからです。ですから、アブラ

ム一家の成り行きだけを見れば、御言葉

が語るところは、いわゆる、損して得取

れという類いのものだとも言えるのでし

ょう。けれども、その場合の得とはどう

いうものなのでしょうか。それについて

は、洗礼者ヨハネが向かうこの先を見る

必要があります。 

サドカイ派とファリサイ派の人々がヨ

ハネの下にやって来たのは、洗礼を求め

てのことではありますが、それは、時代

の転換点において、彼らが清められ、新

たなものにされることを強く願ったから

です。そこで、ヨハネがユダヤ教指導者

たちに語ったことが「蝮の子らよ、差し

迫った神の怒りを免れると、誰が教えた

のか。悔い改めにふさわしい実を結べ」

ということでした。そこで、日頃からユ

ダヤ教指導者たちにいい印象をもってい

ない私たちは、「よく言った、ヨハネ」

と溜飲を下げたくもなるのでしょう。し

かも、この直後、イエス様がこのヨハネ

の下を訪ね、洗礼に与ることになるわけ

ですから、それだけにヨハネのここでの

発言は大きな意味があったということで

す。しかし、この時のヨハネの発言にど

れほど大きな意味があり、また、私たち

がどれほど一時溜飲を下げたとしても、

御言葉の背景にある矛盾と対立は、この

一言によって完全に取り除かれたわけで

はありません。しかも、悔い改めを求め

るヨハネ自身、この時何を見てこのよう

な発言をしているのかと言えば、それは、

イエス様の到来です。つまり、一つの終

わりと一つの始まりを見て語ったヨハネ

のその一言は、すべてイエス様を見つめ

てのことであり、ですから、ヨハネが求

める悔い改めとはつまり、このイエス様

に心を向けるということです。けれども、

それは、単に心を一新し、イエス様に目

を向けさえすればそれでいいということ

ではありません。 

「悔い改めにふさわしい実を結べ」と

語るヨハネが、「良い実を結ばない木は

みな、切り倒されて火に投げ込まれ

る。」と語るように、私たちはこの｢悔

い改め｣という言葉にネガティブな印象

を持つのは、要求されるその厳しさに理

由があるのでしょう。けれども、ヨハネ

が、その説明として「私は、悔い改めに

導くために、あなたたちに水でバプテス

マ洗礼を授けているが、私の後から来ら

れる方は、私よりも優れておられる」と

語るように、悔い改めとは、ただ心を入

れ替えることではなく、イエス様という

その先に辿り着くための具体的行動を意

味します。けれども、それは私たちに一

足飛びに許されるものではありません。

ヨハネが、自ら施す洗礼について「悔い

改めに導くために」と語るように、ヨハ

ネの悔い改めとは、イエス様に辿り着く

ため必要なものでもありましたが、その

ヨハネがこのイエス様について「私より

優れておられる。私は、その履き物をお

脱がせする値打ちもない」と自分をこの

イエス様の下に置き、その上で、「その

方は、聖霊と火であなたたちに洗礼をお

授けになる」と語るのです。このことは

つまり、水によって悔い改めへと導くヨ

ハネの洗礼と聖霊と火によるイエス様の

洗礼とでは、このように本質的にまった

く違うものであるということです。 

ですから、イエス様に辿り着き、その

先に進むためには、この互いに相容れな

い部分を私たちが通り抜けなければなら

ないと言うことです。そして、この違い

については、洗礼を受けた私たちには、

もしかしたら、了解事項なのかもしれま

せん。けれども、洗礼者ヨハネと同じ時

代状況に生きた人々波動だったのでしょ

うか。私たちと同じ理解を持つことがで

きたかというと、私は、できなかったと

思います。そして、できないということ

はつまり、この、洗礼と悔い改めの議論

は、そもそものところで人々の間に対立

を呼び起こすものでしかなく、言葉にす
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ればするほど、その矛盾ゆえに対立を深

めるものであったということです。先ほ

ど、イエス様に辿り着くには、一足飛び

には行かないと言うことを申しましたの

はそれゆえのことでもありますが、です

から、私たちは分かっている、とそれで

安心するのではなく、悔い改め、イエス

様に至るためには、それを邪魔するもの

が現にこうして御言葉の中にしっかりと

置かれているわけですから、この矛盾と

対立をしっかりと認めた上で、それを乗

り越えねばならないということです。 

従って、洗礼者ヨハネが語るこの悔い

改めは、ごめんなさいと言えばそれです

む話ではありません。実際に乗り越え、

その先に進むためのものであり、悔いて

心を改めるといった心の問題ではないと

いうことです。それゆえ、そこには具体

的なものが要求されます。洗礼者ヨハネ

について言えば、それはその先鋭化した

言動ゆえに自らの命を自ら葬るというこ

とでもありました。そして、それは、ヨ

ハネだけでなくアブラムも同じです。こ

のように、矛盾と対立を乗り越え、イエ

ス様に辿り着くということは、自らを殺

し、自らを葬るようなそれだけ厳しく、

激しいものでもあるのです。ですから、

悔い改め、とは、この厳しさを我が身に

引き受け、前へと進むことでもあります

が、それゆえ、それが、有り難いもので

あろうはずもありません。しかし、それ

だけにまた、この機会が与えられること

は、ありがたいものだとも言えるのです。

なぜなら、それは、ヨハネが今日の箇所

の直前で「悔い改めよ、天の国は近づい

た」と語るように、イエス様と結びあわ

され、その先委進む機会を備えてくださ

るのは神様ご自身であるからです。つま

り、私たちが望んだり、ヨハネが願った

からということではなく、悔い改めの機

会は、神様の一方的な恵みとして私たち

に与えられるものであるということです。

けれども、それゆえにまた、そこに私た

ちの抱えている様々な事情が現されるこ

とになります。ですから、この恵みを恵

みとして私たちが受け止めるためには、

その厳しさとどうしても向き合わなけれ

ばならないのです。ただし、その厳しさ

を洗礼を受けた私たちは一人で引き受け

るのではありません。 

私たちは、物事を全て自分の考えなど、

自分が持っているものから見つめるとこ

ろがあります。それが一番自分が傷つか

ないし、安心できるからです。ですから、

そのためにより多くを得よう、得たいと

努力するのですが、時代が次に移り変わ

るということは持っているものだけでは

不十分であるということです。サドカイ

派とファリサイ派の人々がイエス様を訪

ねたのはそのためでもありますが、ただ、

イエス様がそれを厳しくたしなめたよう

に、私たちは自力でその先へと進むこと

はできません。まただから、イエス様は、

この世の矛盾、私たちの間に常にある

様々な対立の中に立ち、私たちと共にそ

の先へと進むために十字架についたので

す。それは、イエス様自らの身をもって、

その先が開かれることを私たちに伝える

ためでもありました。そして、それは、

そのイエス様が私たちと共にあることを

はっきりと示すためでもありますが、で

すから、私たちに求められている悔い改

めとは、そうイエス様と私たちとが共に

あるがゆえに、私たちにはその先が備え

られていると、私たちがこの事実に眼を

向け、実際に経験するということです。

それゆえ、このことは、私たちの目の前

にある矛盾や対立から目を逸らし、約束

されることはありません。イエス様は、

私たちと共にこの世を生きる上での難し

さを担い、共に歩んでくださっているか

らです。それゆえ、悔い改めは、過去と

の連続性の中に身を置く私たちを、キリ

ストの希望にあふれた明日へと向かわせ

ます。ですから、私たちの進むべき次の

時代は、イエス様がそうであったように、

この世のすべてのものを私たちがそれす

らをも恵みとして抱きしめるなら、新し

い希望に満ちた歩みがそこから始まるこ

とになるのです。祈りましょう。 

 


